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アジア青年の家 

   

　
日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
若
者
が
沖

縄
に
一
同
に
会
し
共
同
生
活
す
る
中
、

優
れ
た
科
学
者
や
技
術
を
目
の
当
た

り
に
す
る
等
の
共
通
体
験
等
を
経
る

こ
と
に
よ
り
、将
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」（
主
催:

内
閣
府
）の
活
動
が
８
月
６
日
か
ら
27

日
の
約
３
週
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
二
〇
〇
八
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
環

境
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
問
題
に
関
す
る
現
状
を
知
り
、

各
分
野
で
の
意
欲
的
な
取
組
に
触
れ
、

同
時
に
、科
学
技
術
の
素
晴
ら
し
さ

や
科
学
技
術
を
社
会
に
効
果
的
に
応

用
さ
せ
る
方
法
を
学
び
、将
来
、自
ら

の
力
で
世
界
の
人
々
の
役
に
立
つ
こ
と

を
行
お
う
と
す
る
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
精
神

を
育
く
む
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。 

　
参
加
者
は
、国
内
外
の
教
育
機
関

か
ら
の
推
薦
や
公
募
で
決
定
し
た
15

歳
か
ら
17
歳
の
中
高
校
生
で
、沖
縄

県
15
名
、沖
縄
県
以
外
の
日
本
30
名
、

ア
ジ
ア
各
国（
A
S
E
A
N
各
国（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
、ブ
ル
ネ
イ
、ベ
ト

ナ
ム
、ラ
オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
）及
び
中
国
、

韓
国
、イ
ン
ド
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）30
名
の
総
勢
75
名
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。 

                  
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、約
３
週
間
の
日
程

を
４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
、県
内
各

地
の
施
設
や
自
然
を
舞
台
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。日
々
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

様
々
な
体
験
を
通
し
て
主
体
的
に
活

発
な
議
論
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、 

①
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
重
点
を
置

く 

②
参
加
者
が
主
体
的
に
取
り
組
む 

③
沖
縄
を
体
験
す
る 

④
成
果
を
発
信
す
る 

と
い
っ
た
観
点
か
ら
策
定
さ
れ
、多
岐

に
渡
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。 

　
な
お
、「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」
は
、異

な
る
言
語
で
生
活
す
る
若
者
同
士
の

交
流
で
あ
る
た
め
、プ
ロ
グ
ラ
ム
は
英

語
を
基
本
言
語
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

   

①
開
会
式（
8
月
6
日
）

　
宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
開
会
式
で
は
、各

国
か
ら
の
参
加
者
が
紹
介
さ
れ
、27
日

ま
で
の
３
週
間
の
日
程
が
幕
を
開
け

ま
し
た
。 

　
主
催
者
挨
拶
と
し
て
、「
国
境
を
越

え
「
環
境
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で

大
い
に
語
ら
い
、刺
激
し
あ
っ
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
、沖
縄
の
魅
力
を
十
分
に

味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
の
林
幹
雄
沖
縄

担
当
大
臣
の
期
待
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
沖
縄
総
合
事
務
局
長
よ
り
読
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、参
加
青
年
代
表
に
よ

る
宣
言
が
行
わ
れ
、「
将
来
は
地
球
環

境
問
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
人
に

な
り
た
い
。
沖
縄
県
代
表
と
し
て
沖

縄
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
や
食
文

化
も
伝
え
て
い
き
た
い
。
」
と
沖
縄
尚

学
高
校
の
上
江
田
開
君
が
英
語
で
力

強
く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
口
健
氏

が
「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
地

域
の
現
状
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行
い
、「
環
境
問
題
に
国
境
は
な
い
。こ

の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
会
議
に
出
席

し
た
皆
さ
ん
が
、自
国
に
帰
っ
て
地
球

温
暖
化
防
止
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
参
加

者
は
、開
会
式
を
通
じ
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
心
構
え
や
期
間
中
の
積

極
的
な
交
流
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。 

          

②
第
１
ス
テ
ー
ジ（
概
況
を
学
ぶ
）8

／
6
〜
8
／
１０
）

　
沖
縄
の
概
況
と
環
境
問
題
の
基
礎

に
つ
い
て
の
学
習
や
参
加
者
間
の
交
流

促
進
を
目
的
に
、枝
廣
淳
子
氏
や
江

守
正
多
氏
に
よ
る
環
境
問
題
に
関
す

る
講
義
や
環
境
番
組
の
視
聴
の
ほ
か
、

県
内
視
察
（
首
里
城
、平
和
祈
念
公

園
等
）等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
 

は
じ
め
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
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い
て
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③
第
２
ス
テ
ー
ジ（
自
然
環
境
を
体

験
す
る
）（
8
／
１１
〜
8
／
１５
）

　
参
加
者
一
行
は
渡
嘉
敷
島
に
渡
り
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
、島
の
大
自
然
に
触
れ
る

と
と
も
に
関
連
講
義
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
環
境
に
関
す
る
問
題
意
識
の

確
立
、ま
た
、広
大
な
施
設
を
利
用
し

た
ス
ポ
ー
ツ
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な

ど
に
よ
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

④
第
３
ス
テ
ー
ジ（
環
境
と
科
学
技

術
）（
8
／
１６
〜
8
／
２１
）

　
第
２
ス
テ
ー
ジ
で
得
た
問
題
意
識

を
踏
ま
え
、日
本
科
学
未
来
館
館
長
・

宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛
氏
の
講
義
、ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム（
沖
縄
高
専
、

海
洋
研
究
開
発
機
構
、沖
縄
科
学
技

術
研
究
基
盤
整
備
機
構
）や
企
業（
ト

ヨ
タ
自
動
車
、新
日
本
石
油
、富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
、S
H
A
R
P
、帝
人
）の
取

組
紹
介
を
通
じ
て
環
境
と
科
学
技
術

の
関
係
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
ま

た
、沖
縄
の
伝
統
文
化
、芸
能
に
も
親

し
み
ま
し
た
。 

       

⑤
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
8
／
２１
〜
8
／

２３
）

　
伊
江
島
で
の
生
活
体
験
や
農
業
・

漁
業
等
の
体
験
を
通
じ
て
、多
様
な

文
化
、慣
習
を
肌
で
感
じ
と
り
ま
し
た
。

ま
た
、バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
も

見
学
し
ま
し
た
。
　 

          

⑥
第
４
ス
テ
ー
ジ（
成
果
構
築
）（
8

／
２４
〜
8
／
２７
）

　
宮
古
総
合
実
業
高
校
に
よ
る
環
境

に
関
す
る
取
組
紹
介
、科
学
者
の
語

る
夢
・
未
来
を
テ
ー
マ
に
し
た
一
流
科

学
者
に
よ
る
「
科
学
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、

環
境
税
や
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
題
材
と
し

た
昭
和
薬
科
大
附
属
高
校
・
中
学
校

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、こ
れ
ま

で
学
習
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、グ
ル
ー

プ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、環

境
問
題
の
現
状
認
識
や
自
分
た
ち
で

今
後
行
う
こ
と
な
ど
沖
縄
発
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

        

⑦
閉
会
式（
8
月
２７
日
）

　
名
護
市
の
万
国
津
梁
館
に
お
い
て

執
り
行
わ
れ
た
閉
会
式
に
お
い
て
、参

加
者
に
よ
る
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
全
日
程
を
終
え
た
参
加
者
に
対
す

る
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、「
ア
ジ
ア
青
年

の
家
構
想
推
進
に
係
る
有
識
者
会
議
」

の
有
馬
朗
人
氏
か
ら
送
ら
れ
ま
し
た
。 

   

　
３
週
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
「
ア
ジ

ア
青
年
の
家
」
は
、こ
う
し
て
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。 

　
「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
構
想
推
進
に
係

る
有
識
者
会
議
」
の
提
言
に
も
あ
る

よ
う
に
、我
が
国
が
、国
際
社
会
の
一

員
と
し
て
活
躍
し
、役
割
を
果
た
そ

う
と
す
る
中
に
お
い
て
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
が
重
要
で
あ
り
、そ
の
た

め
に
は
次
世
代
を
担
う
若
者
に
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
マ
イ
ン
ド
を
如
何
に
育
む

か
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」
は
、ま
さ

に
そ
の
一
つ
の
契
機
で
あ
っ
て
、こ
の
活

動
が
着
実
に
成
果
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
マ
イ
ン
ド
あ

ふ
れ
る
社
会
の
す
ば
ら
し
さ
が
全
国

的
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま

す
。 

 

お
わ
り
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